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 今回、埼玉県親善大使としてオーストラリアのマウンテンクリーク高校に２週間派遣さ

れました、関根えまんです。 

 幼い頃、私はテレビや本で発展途上国に暮らす小さな子供たちが学校に通いたくても通

えないということを知りました。私よりも小さな子供たちが、毎日大人と同じように働い

ている。私とは全く違った生活を送っていると知り、ショックを受けました。そして、そ

んな子供達のために学校を作りたい、いつしかそう思うようになりました。 

 高校生になり、自分の夢へアクションを起こそうと思い、このプログラムに応募しまし

た。「学校をつくる」という夢への実現のために今の自分に必要不可欠なものは「英語」

だと考え、1度日本を離れ今の自分の英語が本場でどこまで通用するのか試してみたかっ

たのです。 

 このレポートでは私が２週間を通して学んだことやオーストラリアについてお話したい

と思います。 

（１）マウンテンクリークでの暮らし 

 

 オーストラリアまでは飛行機で約 11時間 30分、空港から私の滞在したマウンテンクリ

ークまでは約 1時間 30分かかりました。家からビーチまでがとても近く、車で約 15分の

距離にありました。マウンテンクリークは山を登ったところにあり、自然に囲まれてい

て、毎朝鳥のきれいな鳴き声がよく聞こえました。日本にあるような高いビルがないた

め、夜は星がとてもきれいでした。 

 

（２）マウンテンクリーク高校での学び 

 

 マウンテンクリーク高校での生活は朝の 7

時 30 分から始まります。1 つの授業は 60分間

で、１日に 4つの授業を受けます。 

 毎週月曜日は 1 時間目にホームルームを行

います。そこでは自分の進路に向けた講義を

受けたり、話し合ったりします。この講義は

日本でいう高校 1 年生から受けます。早いう

ちから自分の将来について考えられるように

なっているそうです。 

 



 

 また、毎日 2 時間目が終了すると、モーニン

グティーという時間が設けられていて、約 30 分

間の休憩があります。お昼ご飯を食べたり、お

菓子を食べたりしながらお友達と集まっておし

ゃべりをします。 

 マウンテンクリーク高校で私は色々な授業に

参加させていただきましたが、一番印象に残っ

たのは理科の授業です。日本とは違って理科も

たくさんの種類ごとに分かれていました。 

 左の写真はサイエンスの授業風景です。この

授業では犯罪事件を模倣して、どうしたら犯人

を突き止めることができるかを自分が警察官、

鑑識になりきって実験しました。 

                                                                    

 

 

 これはダンスの授業風景の写真です。この回

のテーマはオーストラリアの伝統的なダンスを

学ぼうということだったので、オーストラリア

の先住民族であるアボリジニに受け継がれる踊

りを鑑賞しました。又、先住民族の方々を先生

に迎えて、踊りも教わりました。今まで見たこ

とがなかったので、とても貴重な経験になりま

した。 

 

 

 

 

（３）オーストラリアでの国際交流 

 

 以前からオーストラリアでは日本食が人気だということを聞いていましたが、行ってみ

ると予想よりはるかに多いお寿司屋さんの数に驚きました。ホストファミリーに聞いたと

ころ、オーストラリアでは日本食がとてもブームで、特に健康的かつヘルシーで値段があ

まり高くないお寿司が人気だそうです。とても美味しかったですが、日本からきた私は少

し違和感を覚えました。オーストラリアでお寿司と呼ばれているものは、日本で言う「の

り巻き」で、中身が日本よりバリエーションが多く斬新なものでした。 

 又、ブリスベンに行った際にラーメンを食べさせてもらいました。ブリスベンには中華

街や日本食のお店が連なる通りもありました。どの日本食もとても本格的で美味しかった

です。 

 オーストラリアでは「フィッシュアンドチップス」がとても有名だということだったの

で、ホストファミリーに食べさせてもらいました。オーストラリア人はお米をあまり食べ

ないそうで、その代わりにパンやポテトフライをどの家庭でもたくさん食べると聞きまし

た。私の滞在したマウンテンクリークは親鮮な魚が多く出回っているため、シーフードも

人気だと聞きました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホストファミリーがお好み焼きが好きだと聞いていたので、作ってみました。ホストマ

ザーとファザーは食べたことがなかったらしく、とても喜んで食べてくれました。 

 

 オーストラリアの方々はとても優しくて、街を歩いていると日本人ということで話しか

けてくれる方がいました。学校でも、「どこから来たの？」とたくさん声をかけてもらい

ました。「日本から来たよ！」と答えると、「日本の何県から来たの？」と必ず言ってく

れて、日本に関心を持ってくれているんだな、と嬉しく思いました。「埼玉県から来た

よ！」と言うと、埼玉県の場所を示してくれたり、「知っているよ」「行ったことある

よ」と言ってくれる子もいて感動しました。 

 埼玉県は 2019年に熊谷市でラグビーワールドカップを開催することを現地の子にその

紹介をすると、とても興味を持ってくれました。オーストラリアはラグビーがメジャーな

スポーツなので埼玉県をより知ってもらえる良い機会となりました。 

 

 マウンテンクリーク高校で日本語を学ぶ生徒達と、ブリスベ

ンに課外授業に出かけました。この写真はその際に立ち寄った

日本庭園で鑑賞した日本武道です。この日本武道はオーストラ

リア人の方が先生として、現地の方々に日本武道を紹介してい

ました。日本人の私ですら知らなかった技や組み手があって驚

きました。 

  

 右の写真は日本人の書道家の先生に書道を習っている様子で

す。生徒達は事前にインターネットや本などで、自分の書きたい

漢字を調べてきていて、それを書いていました。改めて漢字は世

界共通だと感じました。日本を離れて改めて深く日本について知

る良い機会になりました。 

 

 

 

 

（４）最後に 

 私はオーストラリアに行って、気がついたことが２つあります。 

 １つ目は自分の英語についてです。私の英語が本場でどれくらい通用するのかを試して

みたいとずっと思っていましたが、いざオーストラリアで話してみると聞き返されること

が多く、自分の英語はまだまだだなと感じました。自分を見つめなおす良いきっかけを与

えていただけたと思います。もっともっと勉強して、絶対にまたオーストラリアに行って

成長した自分の英語を試したいという目標ができました。 



 ２つ目は日本についてです。オーストラリアに行き、今まで自分が見てきた世界を初め

てもっと広い目で見ることができるようになったと思います。それは、一度日本を離れ

て、全く知らない土地、自分の母国語が通じないオーストラリアという場所に行くことが

できたからだと思います。オーストラリアは日本と文化も食も考え方も違っていて、着い

てから、戸惑うことも多くありました。でも、そんなとき改めて日本の良さを感じること

ができました。 

 また、オーストラリアの方々が考える日本を知ることで、自分の知らなかった日本が見

えてきた気がします。私は生まれてから 16年間埼玉県に住んできましたが、今回の派遣

を通して埼玉県に何度も訪れたことがあるというオーストラリアの方々とたくさん出会い

ました。そして、その方々は決まって口を揃えて、「埼玉県って本当にいい所だよね」と

言ってくれました。 

 私はそんな埼玉県の親善大使になることができて、心から嬉しく思います。又、埼玉県

で育つことができて本当に誇りに思います。 

 そして、この経験を通して、学校に通いたくても通えない子供たちのために学校づくり

に携わる、という自分の夢に一歩近づけたと思います。この夢へより近づけるように、実

現できるように、これからも努力していきたいと思います。 

 最後に、このような素晴らしい経験をする機会を作っていただいて本当にありがとうご

ざいました。この恩返しができるように、これからも埼玉県に貢献するべく頑張っていき

たいです。 

 

 


